
次はCore 3です。
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Core 3は、鑪迫先生の試験法の話に関連しています。メダカを使った内分泌かく乱

物質の試験法では、雌の尻鰭に乳頭状小突起ができることを指標にして、男性ホルモ
ンおよびその類似作用を持つ物質を検出することができます。
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雄のメダカに女性ホルモンを暴露すると、尻鰭の軟条の先端が二股に分かれること
が新しく見いだされました。これは、女性ホルモン作用のスクリーニングに使える可能
性があります。このメカニズムはまだ解明していません。
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日本のメダカには、北方系と南方系の2系統が知られており、どちらもメダカで、学名
も一つでOryzias latipesとしていました。しかし、2012年に新潟大学の酒泉先生が、北

方系メダカは、南方系のメダカとは、形態学的にも若干違いがあるので、二つに分ける
べきだという論文をお書きになり、今まで北方系といわれていたものメダカはOryzias
sakaizumiiという学名になりました。OECDのメダカの試験法のガイドラインには
Oryzias latipesを使うと書いてあります。外国からメダカを実験に使いたいと要請があ

ると、北方系と南方系を分けずに送っていた可能性が高いので、外国の研究所が飼育
しているメダカは一体どっちなのかわからなくなってきたのが現状です。ということで、
このコアでは、北方系と南方系のメダカを、遺伝子を用いて簡便に分類する手法を開
発することを計画しています。
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